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商工女性は今

女
性
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

田
恵
子
さ
ん
（
稲
敷

市
）「
視
野
が
広
が

る
女
性
部
活
動
」・

大
串
東
子
さ
ん
（
境

町
）「
地
域
の
伝
統

を
生
か
し
て
」
の
６

名
の
方
々
が
日
頃
の

思
い
を
主
張
発
表
し

た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は

酒
井
さ
ん
、
優
秀
賞

に
は
石
井
さ
ん
、
優

良
賞
に
は
大
串
さ
ん

が
選
ば
れ
、
そ
の
他

の
方
々
に
は
敢
闘
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
酒
井
さ
ん
は
、「
女

性
の
健
康
と
体
力

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
テ
ー
マ

に
、
女
性
部
で
立
ち

上
げ
た
「
女
性
の
健

康
と
体
力
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

る
講
演
会
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
様
々
な

教
室
の
開

催
を
通
し

て
、
地
域

へ
の
女
性

部
活
動
の

Ｐ
Ｒ
や
女

性
部
員
の

健
康
に
対

す
る
意
識

変
革
を
表

現
豊
か
に

発

表

し
、

そ
の
活
発

な
活
動
内

容
が
評
価

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
で
は
、
２
月

７
日
（
火
）
つ
く
ば

国
際
会
議
場
に
お
い

て
第
14
回
茨
城
県
商

工
会
女
性
部
主
張
発

表
大
会
及
び
部
員
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　
主
張
発

表
は
石
井

政
子
さ
ん

（
常
陸
大

宮
市
）「〝
藤

右
衛
門
ラ

ー
メ
ン
〞

で
地
域
の

活
性
化
を

！
」・
関
根

記
代
江
さ

ん
（
大
洗

町
）「
子
供

は
宇
宙
人
」

・
荻
久
美

子
さ
ん
（
行
方
市
）

「
行
方
市
ひ
な
ま
つ

り
事
業
や
活
動
に
つ

い
て
」・
酒
井
純
子

さ
ん
（
つ
く
ば
み
ら

い
市
）「
女
性
の
健

康
と
体
力
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」・
池

さ
れ
て
の
受
賞
と
な

っ
た
。
本
年
７
月
４

日
に
開
催
さ
れ
る
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研

修
会
（
東
京
大
会
）

に
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
発
表
す
る
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た

部
員
研
修
会
で
は
、

講
師
に
お
招
き
し
た

映
画
字
幕
翻
訳
者
・

戸
田
奈
津
子
氏
が

「
天
職
み
つ
け
て
人

生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

〜
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
狭
き
門
で
も
開
く

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。
映
画
の
主

人
公
の
よ
う
に
、
な

り
た
い
自
分
を
演
じ

る
こ
と
で
人
生
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
商
売
繁
盛
へ

と
繋
が
る
と
い
う
こ

と
を
語
っ
た
。
参
加

者
６
２
３
名
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。

女性部
主張発表会

酒
井
さ
ん
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
が
最
優
秀
賞

レ
デ
ィ
ー
ス
い
き
い
き
物
産
展

地
域
自
慢
の
品
が
勢
揃
い
！

レディース
いきいき物産展

　
各
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
産
品
を
一

堂
に
集
め
、
地
域
特

産
品
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

探
し
の
場
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
第
17
回
茨
城

レ
デ
ィ
ー
ス
い
き
い

き
物
産
展
を
12
月
７

日
（
水
）、
水
戸
市
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
た
。
県
内

42
事
業
者
が
厳
選
さ

れ
た
こ
だ
わ
り
の
特

産
品
や
そ
の
地
域
で

し
か
手
に
入
ら
な
い

逸
品
な
ど
２
０
０
品

目
が
販
売
さ
れ
た
。

　
１
回
目
よ
り
毎
回

出
展
し
て
い
る
と
い

が
っ
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
終
了
後
の
お
楽
し

み
抽
選
会
で
は
、
物

産
展
出
展
者
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
賞
品
が

提
供
さ
れ
、
当
選
番

号
が
発
表
さ
れ
る
た

び
に
会
場
が
沸
い
た
。

最優秀賞に輝いた酒井さん

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
で
は
、
平
成

30
年
度
に
創
立
40
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
創
立
記
念
の
事

前
事
業
の
一
環
と
し

て
海
外
視
察
研
修
を

実
施
す
る
。
今
回
の

視
察
先
で
あ
る
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
の

拠
点
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

交
易
に
必
要
な
金
融
、

物
理
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
、
税
制
も
企

業
活
動
に
適
し
て
お

り
、
多
く
の
日
本
企

業
が
進
出
し
て
い
る
。

　
当
視
察
研
修
に
お

い
て
は
、
市
内
商
業

施
設
の
視
察
や
現
地

で
活
躍
し
て
い
る
日

本
人
女
性
の
講
演
を

予
定
し
て
い
る
。
日

程
は
、
６
月
15
日

（
木
）
〜
19
日
（
月
）

の
３
泊
５
日
で
、
申

込
定
員
は
60
名
で
の

募
集
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

海
外
視
察
研
修

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
決
定

県女性連
創立40周年記念事業

大賑わいの物産展会場

熱心に語る戸田奈津子先生

受賞の皆さん（左から関根さん、酒井さん、荻さん、池田さん、石井さん、大串さん）

う
出
展

者
も
多

く
、

毎

年
こ
こ

で
購
入

す
る
の

が
楽
し

み
だ
と

い
う
参

加
者
も

多
い
。

　
ま
た
、

物
産
展

と
併
せ

て
行
わ
れ
る
大
ホ
ー

ル
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
は
、「
藤
あ

や
子
＆
清
水
良
太
郎

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
を

開
催
し
た
。
数
々
の

代
表
曲
を
披
露
し
、

会
場
は
終
始
盛
り
上

藤あや子さんと清水良太郎さんに花束贈呈
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平
成
28
年

６
月
か
ら
11

月
に
か
け
て

実
施
し
た
茨

城
マ
ル
シ
ェ

応
援
物
産
展

は
、
都
合
４
回

実
施
し
、
約

１
０
０
品
目

の
出
品
で
約

75
万
円
の
売

上
が
あ
っ
た
。

本
事
業
が
始

ま
っ
た
平
成

27
年
度
か
ら

通
算
す
る
と
、

７
回
の
開
催

で
約
１
５
０

品
目
の
出
品
、

約
１
３
５
万
円
の
売

上
を
記
録
し
た
こ
と

に
な
り
、
１
回
の
平

均
は
出
品
数
約
20
品

目
、
売
上
約
20
万
円

の
と
な
っ
た
。

　
茨
城
マ
ル
シ
ェ
は

都
心
の
中
心
地
で
あ

る
銀
座
に
立
地
し
、

全
国
に
茨
城
県
を
Ｐ

Ｒ
す
る
に
は
最
も
適

し
た
位
置
に
あ
る
。

都
内
に
住
む
茨
城
県

人
や
観
光
客
に
も
好

評
で
、
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
お
客

様
も
多
い
。
茨
城
県

で
も
こ
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
大
変
力

茨
城
マ
ル
シ
ェ
応
援
物
産
展

約
１
０
０
品
目
の
出
品
で
75
万
円
の
売
上
！

茨城の美味しいものを販売

平成28年度
実績報告

　
商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
全
国
組
織
化

50
周
年
記
念
式
典
、

第
18
回
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
全
国
大

会
が
11
月
８
日
、
９

日
に
福
島
県

郡
山
市
で
開

催
さ
れ
た
。

　
１
日
目
の
大

会
に
は
茨
城
県

内
か
ら
青
年

部
員
２
０
０
余

人
、
女
性
部

員
80
余
人
が

参
加
し
、
全
国

各
地
よ
り
約

５
０
０
０
人
の

青
年
・
女
性

部
員
が
福
島
の
地
に

一
堂
に
会
し
た
。
第

１
部
の
50
周
年
記
念

式
典
で
は
、
全
国
の

県
青
連
・
県
女
連

の
会
長
た
ち
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
よ
り
始
ま
り
、

第
２
部
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
青
年
部
・
女
性
部

の
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
た
。

　
２
日
目
の
視
察
研

修
で
は
、
会
津
武
家

屋
敷
、
鶴
ヶ
城
、
世

界
の
ガ
ラ

ス
館
、
天
鏡

閣
に
訪
れ

た
。
隣
県
で

は
あ
る
が

郷
土
愛
や

特
産
品
の

見
せ
方
な

ど
の
違
い

は
大
き
く
、

今
後
の
茨

城
県
の
女

性
部
活
動

へ
の
大
き

な
参
考
と

な
っ
た
。

オープニングセレモニーに参加する櫻井県女連会長と栗山県青連会長

天鏡閣にて記念撮影

　
本
年
度
８
月
24

日
か
ら
10
月
26
日
に

か
け
て
３
日
間
６
講

座
開
催
し
た
「
い
ば

ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
受
講
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
ま
と

ま
っ
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

【
第
一
問
】
受
講
者

の
年
齢
構
成
・
・
60

歳
代
が
45
％
以
上
を

超
え
最
も
多
く
、
次

に
50
歳
代
・
70
歳
以

上
と
続
き
ま
し
た
。

【
第
二
問
】「
受
講
者

の
身
分
構
成
・
・
女

性
部
役
員
が
46
％
以

上
と
最
も
多
く
、
次

に
一
般
部
員
・
部
員

以
外
の
商
工
会
会
員

と
続
き
ま
し
た
。

【
第
三
問
】
セ
ミ
ナ
ー

参
加
の
感
想
・
・
全

体
を
通
し
て
「
と
て

も
役
に
立
っ
た
」
が

53
％
以
上
を
占
め
、

次
に
「
役
に
立
っ
た
」

が
35
％
以
上
と
、
約

９
割
の
受
講
者
が
概

ね
役
に
立
っ
た
と
の

感
想
で
し
た
。

【
第
四
問
】
女
性
部

活
動
へ
の
参
加
状

況
・
・
よ
く
参
加

し
て
い
る
が
76
％
以

上
、
時
々
参
加
し

て
い
る
が
約

20
％
と
、
ほ

と
ん
ど
全
員

の
受
講
者
が

女
性
部
活
動

に
参
加
し
て

い
ま
す
。

【
第
五
・
第

六
問
】
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー

で
役
に
立
っ

た
講
義
の
内

容
・
・

と

て

も
役
に
立
っ

た
講
師
①
辨

野

先

生

76
・

５
％
②
加
藤

先
生
72
・
５
％

③
湯
川
先
生

70
・
４
％
④
敷

田

先

生

63
・

２
％
⑤
杉
浦

先
生
50
・
６
％

⑥
県
内
事
業
者
30
・

７
％
の
順
で
し
た
。

【
第
七
問
】
受
講
の

目
的
・
・
教
養
・
知

識
を
深
め
る
た
め
が

53
％
以
上
と
最
も
多

く
、
次
に
興
味
が

あ
っ
た
た
め
が
24
％

以
上
で
し
た
。

【
第
八
問
】
今
後
希

望
す
る
講
義
内
容
・
・

「
経
営
・
ビ
ジ
ネ
ス

教
養
・
成
功
者
体
験
」

が
24
・
５
％
と
最
も

多
く
、「
健
康
」
23
・

４
％
「
地
域
振
興
・

ま
ち
づ
く
り
」
12
・

３
％
と
続
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
概

ね
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特

に
経
営
事
務
的
な
講

義
よ
り
、
加
藤
タ
キ

先
生
や
湯
川
れ
い
子

先
生
の
講
義
の
よ
う

に
、
人
生
の
生
き

方
、
女
性
と
し
て
の

在
り
方
な
ど
の
講
義

が
印
象
に
残
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
健

康
面
で
の
意
識
も
高

く
、
辨
野
先
生
の
講

義
は
、
日
頃
の
生
活

と
事
業
経
営
が
密
着

し
た
女
性
部
な
ら
で

は
の
研
修
だ
と
好
評

で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
毎
回
２

日
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
組
ん
で
い
る「
が

ん
ば
る
県
内
事
業
と

の
座
談
会
」
で
は
今

回
は
講
師
を
若
い
女

性
経
営
者
に
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
苦
労

し
て
起
業
し
た
頃
の

経
験
談
や
、
経
営
者

と
し
て
の
心
構
え
な

ど
の
話
に
多
く
の
受

講
者
が
感
銘
を
受
け

た
よ
う
で
す
。

　
県
女
性
連
で
は
、

平
成
29
年
度
も
引
き

続
き
い
ば
ら
き
レ
デ

ィ
ス
ー
カ
レ
ッ
ジ
の

開
催
を
計
画
し
て
お

り
、
更
な
る
女
性
力

の
向
上
に
役
立
つ
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
６

第３日目　加藤タキ先生

第２日目　湯川れい子先生

を
入
れ
て
お
り
、
茨

城
マ
ル
シ
ェ
応
援
物

産
展
は
、
本
県
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
と

評
価
が
高
い
。

　
県
女
性
連
で
は
、

平
成
29
年
度
も
茨

城
マ
ル
シ
ェ
応
援
物

産
展
を
引
き
続
き
開

催
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
今
後
も
茨
城
県

の
特
産
品
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
出
品
品
目

を
さ
ら
に
吟
味
し
、

売
上
向
上
と
魅
力
度

ア
ッ
プ
に
努
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

青
年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
50
周
年
記
念
式
典

第
　
回
青
年
部
・
女
性
部
全
国
大
会
開
催

18
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常
陸
太
田
市

里
美
街
道
折
橋

十
字
路
、
３
軒

並
ん
だ
お
店
の

真
ん
中
に
あ
る

〝
菓
子
の
や
ま

が
た
〞
さ
ん
。

和
菓
子
を
ご
両

親
が
、
洋
菓
子
を
ご

主
人
が
担
当
、
30

種
余
り
が
明
る
い
店

内
に
並
ん
で
い
る
。

添
加
物
を
使
わ
ず
、

ケ
ー
キ
に
使
う
い
ち

ご
は
契
約
農
家
か
ら

仕
入
れ
、
手
作
り
に

こ
だ
わ
る
ご
主
人

は
、
早
朝
３
時
、

４
時
か
ら
作
業

を
始
め
る
と
い

う
。
そ
ん
な
ご

主
人
が
し
っ
か

り
者
と
太
鼓
判

を
押
す
良
枝
さ

ん
は
、
看
護
師

の
免
許
を
持
っ

て
い
て
、
火
・

木
は
仕
事
の
合

間
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者

の
健
康
体
操
も

と
な
る
主
人
と
結
婚

し
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
私
は
20
㎏
の
米

を
持
ち
上
げ
る
の
が

や
っ
と
。
し
か
し
仕

事
柄
、
ト
ラ
ッ
ク
や

フ
ァ
ー
ク
リ
フ
ト
を

運
転
し
、
重
い
米
袋

を
持
ち
運
ぶ
毎
日
。

今
で
は
30
㎏
の
玄
米

を
ひ
ょ
い
と
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
上
げ
て
い

ま
す
。

　
店
で
販
売
し
て
い

る
玄
米
は
、
農
家
さ

ん
か
ら
直
接
買
い
付

け
た
お
米
。「
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
お

米
」
を
テ
ー
マ
に
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
田

ん
ぼ
で
作
っ
た
お
米

か
に
精
通
し
て
い
る

店
で
す
。

　
２
年
前
か
ら
、
ギ

　
笠
間
市
役
所

の
す
ぐ
近
く
で

肥
料
・
米
穀
集

荷
販
売
業
を
営

ん
で
い
る
青
木

商
店
で
す
。
10

年
前
に
３
代
目

フ
ト
用
に
可
愛
ら
し

い
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
お

米
を
商
品
化
。
い
ろ

い
ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
の
デ
ザ
イ
ン
を

次
々
と
考
案
中
で

す
。
お
土
産
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
大
好
評
。

お
店
に
飾
っ
て
あ
り

手
伝
っ
て
い
る
。

　
高
校
生
の
２
人
の

息
子
の
お
弁
当
を
作

り
な
が
ら
和
菓
子
の

製
造
も
手
伝
う
良
枝

さ
ん
は
、
年
末
の
餅

つ
き
や
赤
飯
な
ど
の

注
文
に
も
大
活
躍
す

る
そ
う
だ
。「
里
美

　「
カ
フ
ェ
ぼ
っ
く

り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
龍
ケ
崎
市
か
ら

潮
来
方
面
に
向
か

い
稲
敷
市
内
に
入

る
と
す
ぐ
左
側
に
土

鍋
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
と

お
か
ら
マ
フ
ィ
ン
の

店
カ
フ
ェ
ぼ
っ
く
り

が
あ
り
ま
す
。
土
鍋

焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
と

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー

ブ
テ
ィ
・
こ
だ
わ
り

食
材
を
使
用
し
た

酵
素
玄
米
た
ま
ご

か
け
ご
は
ん
や
お
に

ぎ
り
カ
レ
ー
セ
ッ
ト

な
ど
と
花
粉
症
や
免

疫
力
ア
ッ
プ
疲
労
回

復
な
ど
に
よ
い
ハ
ー

ブ
テ
ィ
が
あ
り
ま

す
。
お
か
ら
マ
フ
ィ

ン
、
プ
リ
ン
な
ど
お

子
様
に
も
安
心
し
て

食
べ
て
も
ら
え
る
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
週
火
曜
日
午
後

４
時
か
ら
自
然
農
法

の
野
菜
の
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
音
楽
に

合
わ
せ

て
絵
描

き
さ
ん

が
絵
を

描
く
イ

ベ
ン
ト

を
予
定

し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、

奥
さ
ん

は
車
椅

子
で
す

が
ウ
ェ

イ
ト
リ

　
八
千
代
町
の
外
れ

に
、
と
て
も
親
切
な
ペ

ッ
ト
サ
ロ
ン
あ
り
と
の

評
判
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　「
わ
ん
ダ
フ
ル
」
と

い
う
犬
猫
専
門
の
サ

ロ
ン
で
す
。
中
に
入

る
と
お
揃
い
の
真
っ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
松
岡
佳
代
子

　
記
）

赤
な
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿

の
ス
タ
ッ
フ
と
犬
達

の
吠
え
声
に
迎
え
ら

れ
、
自
然
に
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
取
材
中
も
ス
タ

ッ
フ
の
手
は
休
む
こ

と
な
く
、
小
型
犬
ば

か
り
か
大

型
犬
ま
で

き
れ
い
に

お
手
入
れ

さ
れ
て
い

き
ま
す
。

若
い
女
性

ス
タ
ッ
フ

達
に
お
世

話
に
な
っ

て
い
る
犬

達
も
幸
せ

そ
う
な
表

情
で
、
こ

ち
ら
ま
で

ほ
っ
こ
り

フ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ

て
い
て
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る

だ
け
の
腕
が
あ
り
ま

す
が
、
練
習
場
所
が

な
い
の
が
悩
み
で
す
。

（
久
水
　
寿
美
　
記
）

ペットシャンプー倶楽部「わんダフル」
〒 300-3539　結城郡八千代町仁江戸 1538

TEL　0296-48-0062

あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
は
直

売
所
で
も
人
気
商
品

だ
け
ど
、
お
客
様

を
大
切
に
し
た
い
か

ら
、
対
面
販
売
に
こ

だ
わ
り
た
い
」
と
い

う
ご
夫
婦
、
仲
の
良

さ
が
伺
え
た
。

（
大
森
　
有
紀
　
記
）

気
分
に
な
り
ま
す
。

　
急
用
事
の
一
時
預
か

り
等
、
生
き
物
扱
い

は
休
日
も
な
く
苦
労

の
多
い
仕
事
で
す
が
、

店
長
さ
ん
や
ス
タ
ッ

フ
の
明
る
く
元
気
で

前
向
き
な
姿
勢
に
心

か
ら
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
イ
デ
ア

満
載
の
記
録
表
が
と

て
も
お
客
様
に
喜
ば

れ
て
お
り
、
今
ま
で

の
す
べ
て
を
フ
ァ
イ
ル

し
て
い
る
お
客
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺
い

感
心
し
き
り
で
す
。

　
今
後
も
、
お
元
気

に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
に
。

（
広
瀬
美
代
子
　
記
）

張り切り
美　　人
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平
成
27
年
９
月
常

総
市
は
未
曽
有
の
災

害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
か
ら
は

災
害
復
興
を
目
指
し
、

い
つ
ま
で
も
下
を
向
い

て
は
い
ら
れ
な
い
と

市
が
主
催
す
る
復
興

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
協

力
致
し
ま
し
た
。
ま

た
10
月
に
は
福
島
県

〜
県
北
方
面
へ
一
泊
視

察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た

部
員
さ
ん
に
も
疲
れ

た
体
や
心
を
癒
し
て

頂
き
た
い
気
持
ち
も

あ
り
、
１
日
目
は
水
族

館
や
美
術
館
を
見
学
、

利
用
率
が
25
年
連
続

１
位
の
国
民
宿
舎
鵜

の
岬
に
宿
泊
し
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
景

勝
地
に
あ
り
、
客
室

や
お
風
呂
か
ら
の

眺
め
も
良
く
、
料

理
接
客
の
態
度
す

べ
て
に
お
い
て
私

達
を
満
足
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
夜

の
宴
会
で
は
皆
さ

ん
本
当
に
楽
し
く

一
夜
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
、
吉
田
正

音
楽
記
念
館
に
寄

り
、
大
洗
町
漁
協

「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
店
」

で
昼
食
を
取
り
、
お

忙
し
い
中
大
洗
町
商

工
会
女
性
部
長
さ
ん

が
来
て
下
さ
り
、
お

も
て
な
し
の
心
を
学

び
ま
し
た
。

　
２
年
後
の
茨
城
国

体
で
常
総
市
に
訪
れ

る
全
国
の
皆
様
の
お

も
て
な
し
を
少
し
で

も
女
性
部
が
お
手
伝

い
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部

員
同
士
の
繋
が
り
を

大
事
に
女
性
部
の
活

動
に
携
わ
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
倉
　
道
子
　
記
）

　
年
に
一
度
の
交
流

会
は
、
県
北
芸
術
祭

を
鑑
賞
し
な
が
ら
親

睦
と
芸
術
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
常
陸
太
田
市
鯨
ケ
丘

は
、
車
窓

か
ら
見
学
。

多
賀
駅
周

辺
は
、
毛

糸
の
ざ
っ

く
り
と
し

た
指
編
み

が
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら

に
巻
き
つ
い
て
い
て

び
っ
く
り
。
次
に
日

立
駅
周
辺
。
昼
食
は
、

北
茨
城
の
女
性
部
員

さ
ん
お
薦
め
の
御
食

事
処
で
舌
鼓
。
和
や

か
な
ひ
と
と
き
で
し

た
。

　
五
浦
美
術
館
は
、

壮
大
な
絵
画
で
感
動

し
ま
し
た
。

　
海
か
ら
山
へ
移
動

し
大
子
町
上
岡
小
跡

に
到
着
。
朝
ド
ラ
や

映
画
の
ロ
ケ
地
と
し

て
有
名
で
す
。
最
後

は
常
陸
大
宮
市
の
道

の
駅
で
お
買
物
。

　
芸
術
祭
に
は
、
10

月
中
旬
頃
か
ら
た
く

さ
ん
の
お

客
様
が
来

て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
朝
ド
ラ

「
ひ
よ
っ

こ
」
の
ロ

ケ
も
県
北

地
域
で
始

ま
っ
て
お

り
、
地
域

の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
け
る

様
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
小
林
恵
美
子
　
記
）

　
行
方
市
商
工
会
は
、

今
年
３
回
目
と
な
り

ま
す
「
行
方
の
ひ
な

祭
り
事
業
」
を
２
月

４
日
か
ら
３
月
３
日
ま

で
の
期
間
で
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
女
性
部

は
、
期
間
中
の
土
日
に

空
き
店
舗
に
な
っ
て
い

る
呉
服
店
を
お
借
り

し
て
湯
茶
接
待
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
３
回
目
か
ら
部
員

の
中
で
講
師
を
し
て

頂
き
、
手
作
り
の
つ
る

し
飾
り
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
つ
る
し

飾
り
を
市
役
所
や
金

融
機
関
、
商
店
街
に

飾
っ
て
頂
き
、
ひ
な
祭

り
事
業
の
賑
わ
い
に

華
を
添
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
接
待
を

行
う
呉
服
店
も
雛
段

飾
り
や
古
い
着
物

な
ど
を
持
ち
寄

り
、
手
作
り
の
つ

る
し
び
な
も
飾
り

ま
す
。
毎
年
、
形

の
違
う
飾
り
を
作

る
の
で
年
々
飾
り

付
け
も
華
や
か
に

な
り
ま
す
。
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
も
行

い
、
そ
の
日
は
簡

単
で
短
時
間
で
で

き
る
手
作
り
教
室
も

行
い
ま
し
た
。
部
員

が
交
替
で
温
か
い
お

茶
、つ
き
た
て
の
お
餅
、

お
漬
物
な
ど
を
来
て

頂
い
た
お
客
様
に
提

供
し
最
高
の
お
も
て

な
し
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

行
方
の
ひ
な
祭
り
に

是
非
お
越
し
下
さ
い
。

（
郡
司
み
ど
り

　
記
）

県
北
芸
術
祭
鑑
賞
で
交
流
会

常
陸
太
田
市
商
工
会
女
性
部

行方市商工会女性部
行方のひな祭りで地域活性化

　
山
の
日
よ
り
１
ヶ
月
遅

れ
の
ま
だ
残
暑
の
あ
る
９

月
11
日
、
私
達
女
性
部

メ
ン
バ
ー
約
30
名
は
、
日

本
百
名
山
の
標
高
８
７
７

メ
ー
ト
ル
筑
波
山
頂
に
記

念
式
典
を
行
う
お
手
伝

い
の
た
め
伺
い
ま
し
た
。

筑
波
山
神
社
を
経
由
し

て
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
宮
脇

駅
に
集
合
。
休
日
で
家

族
連
れ
、
グ
ル
ー
プ
の

人
達
と
荷
物
を
持
っ
た

私
達
と
で
車
内
は
満
席
。

山
の
日
の
会
話
を
弾
ま
せ

約
８
分
の
山
登
り
で
す
。

　
頂
上
の
女
性
部
員
、

仲
の
茶
屋
で
つ
く
ば
市

マ
ー
ク
入
り
の
ピ
ン
ク
の

着
物
、
半
巾
帯
、
髪
飾

り
を
付
け
、
着
替
え
は

相
互
に
助
け
合
い
、
瞬

く
間
に
全
員
が
小
粋
な

つ
く
ば
芸
者
に
。
並
び
の

女
将
さ
ん
達
（
部
員
）
も

一
緒
に
輪
に
な
り
、
少
々

強
い
風
が
舞
う
中
つ
く

ば
音
頭
を
踊
り
ま
す
。

　
踊
り
は
皆
ベ
テ
ラ
ン
揃

い
、
足
場
は
悪
く
て
も
笑

顔
で
続
き
、
周
り
の
観
客

も
２
人
、
３
人
と
参
加
、

和
は
拡
大
し
て
、
再
度
の

リ
ク
エ
ス
ト
で
ま
た
踊
り

だ
し
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
記
念
式
典
は
日
本

山
岳
会
茨
城
支
部
長
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓

紹
介
、
記
念
撮
影
と
有

意
義
な
「
山
の
日
」
に
な

り
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
皆
様
は
自

分
の
仕
事
と
共
に
多
岐

に
わ
た
る
行
事
に
心
よ

く
参
加
し
て
下
さ
る
事

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
皆
が
楽
し
み
、
笑

顔
で
こ
な
す
パ
ワ
ー
に
驚

嘆
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
大
塚

　
稔
子

　
記
）

つくば市商工会女性部
山の日記念式典に参加して

　
城
里
町
商
工
会
女

性
部
は
、
地
元
商
店

街
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
出
展
ブ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
と
地
元
住
民

を
巻
き
込
む

こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と

を
目
的
に
城

里
町
で
開
催

さ
れ
る
「
茨

城
シ
ク
ロ
ク

ロ
ス
大
会
」

に
第
一
戦
大
会
か

ら
模
擬
店
を
出
展

し
て
い
る
。「
シ

ク
ロ
ク
ロ
ス
」
と

は
、
オ
フ
ロ
ー
ド

で
行
わ
れ
る
自
転

車
競
技
で
、
距
離

で
は
な
く
時
間
を

競
う
競
技
で
あ

る
。
大
会
第
三

戦
「
城
里
町
ふ
れ

あ
い
の
里
ス
テ
ー

ジ
」
は
、
１
月
29

日
に
開
催
さ
れ
、

地
元
茨
城
は
許
よ

り
関
東
地
方
を
始

め
島
根
・
福
岡
か
ら

の
参
加
者
１
９
１
名

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
そ
ん
な
中
で
私

達
女
性
部
は
、
地
元

の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
入
れ
た
「
豚
汁
」

を
提
供
し
、
瞬
く
間

に
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
地
域
貢
献

に
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
の
思
い
で

今
後
も
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思

う
。

（
南
條
　
惠
子
　
記
）

　
牛
久
の
ひ
な
祭

り
は
、
つ
る
し
雛

を
作
る
人
達
が

明
恒
パ
ー
ル
で
展

示
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
人

に
見
て
い
た
だ
こ

う
と
、
有
志
で
実

行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
牛
久
中
央

生
涯
セ
ン
タ
ー
で

の
展
示
が
始
ま
り
ま

す
。
今
年
牛
久
市
は
、

市
制
施
行
30
周
年
を

迎
え
、
記
念
に
市
と

共
催
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
こ
の
ひ
な
祭
り

は
、
既
製
の
雛
人
形

を
飾
る
の
で
は
な
く
、

手
作
り
の
雛
人
形
、

つ
る
し
雛
、
子
供
の

成
長
を
願
う
物
、
牛

久
の
カ
ッ
パ
、
陶
製

等
、
材
質
も
様
々
で

す
。
こ
れ
ら
を
セ
ン

タ
ー
内
に
展
示
す
る

事
で
天
気
に
左
右
さ

れ
ず
楽
し
め
ま
す
。

　
そ
こ
に
当
市
出
身

力
士
、
稀
勢
の
里
関

の
横
綱
昇
進
が
決
ま

り
、
お
祝
い
の
写
真

展
も
同
時
に
開
催
し

楽
し
み
を
増
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
私
達

女
性
部
も
甘
酒
の
無

料
接
待
で
、
御
来
客

の
皆
様
へ
の
お
も
て

な
し
を
行
い
ま
す
。

　
世
界
に
類
の
な
い

〝
日
本
の
ひ
な
祭
り
〞、

こ
の
良
き
文
化
を
後

世
に
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
世
界
中
に
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
中
島
ユ
リ
江
　
記
）

う
し
く
の
ひ
な
祭
り

一
泊
視
察
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

城
里
町
ふ
れ
あ
い
の
里
ス
テ
ー
ジ

牛
久
市
商
工
会
女
性
部

常
総
市
商
工
会
女
性
部

城
里
町
商
工
会
女
性
部




